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n 弘前市周辺を「実験場」とした社会的インパクト創出の試み

• オープンソリューション？

やっていること

ワクワクすることの創出
(地域課題の解決)

弘前内外の専門家など
(地域課題)

＊一度きりのものも含めれば、
30以上の企業、団体などと連携



理論や研究ベースではなく、体験ベースの質問になります
ご容赦ください



ご発表の大まかなフレームワーク
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n準正課活動の学生の活動

• 自主性、エージェンシーを育てる

• 学びの姿、正統的周辺参加

n個人個人のターニングポイントは？

• 定型的ではない、それぞれの学生の道筋があるはず

• 逆にフェードアウトして行く学生には何が？

n学生の自主性とは？

• 自主的な活動は質が低い場合も
→大人のテコ入れが生じたとき、それは自主的？

• 活動そのもの＋活動が生み出され、変容するプロセ
スは？



「すれ違いロマンス」

n男子学生のエピソード

（省略）



実際は？

nエコシステムが存在？

• 活動の目標や内容は外部に相当依存
ü信州ではできて松山ではできない（富田発表）

• スタートの調整で、活動は相当規定される

• 活動目標がどのように設定されたか、
どう変容したか

e.g., こちらの提案 or あちらの相談，目標の変遷は？

• 静的ではなく、ダイナミックなプロセス

ü学生の葛藤、大学や学校の柔軟性のなさ

üゲームというモノを通した立場逆転

ü活動がいかに生まれ，変容したかは、
より大きな枠組みの中で捉えるべきだろう
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2024年度 大鰐みらいづくりプロジェクト（仮）
学生たちのアイデアを実現してあげたい→自分たちのアイデアを実現したい

職員のアイデアを実現するため
に部署横断で話す場を創発



全員に質問です

• 準正課活動の取り組みを、関係性やダイナミックな変化の中で捉えたとき、
学生の成長について新しい見え方が生まれませんか？

• 準正課活動の取り組みは、既存の関係性の中で学校（教師、子ども、保護者）
や地域、コミュニティにどのようなインパクトを与えたのでしょうか？

ü学校は変わったのか？

ü 静的な／固定的な存在として捉えていないか？

• 実践の発信を受け止める人々（例えば、学会）への要望は？


